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機械式コーン貫入試験による小規模建築物の宅地地盤評価への適用性 

その 4 CPTM-M2 と CPT の比較 
 

  
1.まえがき 

大阪湾岸に位置する大阪市港区海岸通の公園敷地を対象として一斉試験が実施された。本稿では,機械式コーン貫入

試験(CPTM-M2)と電気式コーン貫入試験(CPT)の結果の比較を報告する。調査位置，ボーリング結果及び粘性土の土

質特性の詳細は参考文献 1),2)を参照されたい。 

 
2.試験結果の比較 
2.1 結果の概要 
図-1(1)～(3)に,大阪市港区海岸通の公園敷地で実施したボーリング試験結果の柱状図,CPTM-M2 のコーン先端抵抗

値 qc,CPT のコーン先端抵抗値 qt の結果, CPTM-M2,CPT の周面摩擦抵抗値 fs の結果を示す。 

図-1(2)では,CPT は深度 2cm 毎に先端抵抗 qt,CPTM-M2 は深度 10cm 毎に先端抵抗 qc の値を示している。qt 値と qc

値は深度方向に少しずれがあるが比較的一致している。 

一方,図-1(3)の周面摩擦抵抗 fs 値の比較では,CPT より CPTM-M2 の値が全体的に大きい傾向となった。 

 

（1）柱状図        （2）コーン先端抵抗            (3)周面摩擦抵抗 
 

図-1 CPT と CPTM-M2 の比較 
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2.2 先端の周面摩擦を考慮して補正した値の比較 

 CPTM-M2 は,従来, 図-2(1)の様 3)に周面摩擦抵抗が作用しない上方向へ削径したテーパー状であるが,今回使用し

た CPTM-M2 の先端コーン部は,図-2(2)の様に周面摩擦スリーブ径より 1mm 削径したストレート状 4)の為,先端コーン

部分の表面積の影響を考慮して補正を実施した。 
 図-3(2)に,前項の CPTM-M2 の試験結果の周面摩擦抵抗値に先端コーン部分の周面積を加えて補正した結果と 

CPT の周面摩擦抵抗との比較の結果を示す,補正周面摩擦抵抗は CPT によるものとほぼ一致した。 

                 

（1）従来の先端コーン部 (2)使用した先端コーン部 （1）柱状図                (2)補正後周面摩擦抵抗 
 
     図-2 CPTM-M2 先端コーン部               図-3 CPTM-M2（M2 先端摩擦考慮）と CPT の比較 
 
3.まとめ 
コーン先端抵抗値を比較した結果は,深度方向に少しずれがあるが比較的一致している,ずれの原因としては両試験の

計測間隔が異なる事に加えて,連続的に計測している CPT に比べ,段階的に計測している CPTM-M2 の機構的な違いに

よる要因がずれの原因と考えられる。周面摩擦抵抗値を比較した結果は,CPTM-M2 が CPT より大きい傾向を示した。 

先端コーンの形状及び周面摩擦スリーブ面積に両試験に差はないが,計測方式が 2cm 毎に連続でコーン先端抵抗と周面

摩擦抵抗を独立して計測している CPT と比べ,CPTM-M2 は計測間隔 10cm 間のコーン先端抵抗値の最大値とコーン先

端抵抗値+周面摩擦抵抗値の最大値を差し引き,周面摩擦抵抗を差分方式で計測している。今回 CPTM-M2 に使用した

先端コーン部の形状がストレート状の為,先端コーン部の周面積の影響が周面摩擦抵抗値の増加した要因と考え補正を

行った結果,ほぼ一致した。また CPTM-M2 の結果を用いてロバートソンの土質判別（Qt-Fr）5)を行ったが,部分的に有

機質土の判定が出てしまう結果となった。今後の課題としては,先端コーン部の周面摩擦の影響を考慮してテーパー状

へ改良、深度方向のずれを考慮した計測方法及び先端コーン部分の周面摩擦を考慮した計測方法の検証を実施すると共

に,土質判別の精度向上についても検証していく。 
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